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齊藤 延人

今年もまた，日本人のノーベル賞受賞者が決まりました．旭化成の吉野彰名誉フェロー
は，リチウムイオン電池に関する基本技術で化学賞の受賞です．パソコンやスマホなど
現在の生活に欠かせない技術となっています．毎年のようにノーベル賞受賞が続くこと
は，日本人として誇らしいことです．
さて，本号の扉では，編集顧問で愛知医科大学名誉教授の高安正和先生から，「脳神
経外科医のキャリアとサブスペシャリティー」と題したご寄稿をいただいています．若
いときに脳血管障害の経験を十分に積んだ高安先生が，脊椎脊髄外科のサブスペシャリ
ティーを選んだ経緯や脊椎脊髄外科の魅力を語られており，若い脳神経外科医にとって
は専門を選ぶ際の参考になるのではないでしょうか．
総説では広南病院血管内脳神経外科の佐藤健一先生らが，「頭蓋頚椎移行部の動静脈
短絡疾患」についてまとめています．この部分の動静脈瘻（AVF）は硬膜 dural AVFと
perimedullary AVF が混在し，複雑な構造を呈することが知られています．筆者らは，
この部位の解剖の特殊性を説明しながら，頭蓋頚椎移行部に発生する動静脈瘻の特徴を
明快に解説しています．
今回から新しく「脳神経外科と数理学」というシリーズが始まりました．初回は大阪
大学医学統計学の服部聡先生による「医学統計学」です．前半部分では，最近の臨床研
究でよく使われる統計法の考え方をご解説いただいています．限られた紙面ではありま
すが，推測統計学の基本的な考え方と，ロジスティック回帰モデル，Kaplan-Meier法と
ログランク検定，Coxハザードモデルなど幅広く解説されています．また，ビッグデー
タを扱うための Lassoと呼ばれる手法や，時間依存性 ROC曲線，リアルワールドでデー
タ解析をするための傾向スコアなどの新しい方法も紹介されています．この原稿をきっ
かけとして，興味のあるところを深めるとよいのかも知れません．今，世の中では人工
知能や機械学習が流行のキーワードとなっています．このシリーズではこれからニュー
ラルネットワーク，グラフ理論と第一線の先生たちによる興味深い内容が続き，楽しみな
企画です．充実した内容が満載の本号が読者諸氏に刺激を与えることを期待しています．
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